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国内97機関 （可 52 否 3 保留 16 未回答 26）
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コンテンツ別傾向と対策
紀要論文（学内出版物）
- 初期データは、ＮＩＩ個別版に依存
著作権はＯＫのはず。編集委員会に流用許可をもらう。
- 著作権ポリシーはわりと曖昧
電子化支援の機にポリシーの整備をはたらきかける。
- 投稿規程への記載
著作権譲渡や許諾は投稿規程に記載するのが効果的。
- BNはどうするか？
著作権は各著者にある。
すべての著者に個別に当たるか、告知文の掲載で。
コンテンツ別傾向と対策
学位論文
- 分野による違い
人文・教育・社会科学 ： オリジナル。
理工・医 ： 別刷や雑誌論文の再構築。
- 制度化へのはたらきかけ
タイミングと方法。 特許・出版の問題。
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最後に（著作権）
• 判断に迷ったら誰かに聞いてみる。
• 学内外に専門家（アドバイザー）がいてくれたら安
心。
• 慎重になりすぎないこと。安易に考えすぎないこと。
• 図書館の使命は、学術情報を円滑に流通させ、学
術発展に貢献すること。
• 著作権ごときでびびってはいけない。
• よく分からないなら訴えられて戦ってみればいい
（某大学法律関係の先生）
最後に（コンテンツ収集）
• コンテンツ収集に王道なし。地道にこつこつと。
• なぜやるのかを明確に。
• 誰がやるのかも明確に。
• 志は高く。実際は現実路線で。
• コンテンツの質と量の確保がリポジトリ発展の鍵。
